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ABSTRACT
Aged people are very vulnerable to natural disasters, but they have experience and knowledge of disasters and
how to live for disaster prevention. The questionnaire data on regional plan for disaster prevention were col-
lected from 42 prefectural governments. The analysis made the following points clear : (1) few measures spe-
cific for the aged people are provided, (2) the prefectural governments encourage to build two types of social
networks for emergency cases : community network among neighborhood associations, senior clubs, parents’
associations, and volunteer groups, and security safeguards systems of personal data for the people who need
special cares, (3) as for medical stock, emergency medicine (antibiotic for external injuries) takes priority over
adult−disease medicine, (4) several cities and towns have their original programs of disaster education. Aged
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Fig. 1. Natural disasters which often occur in each
prefecture.
図２ 死者のあった直近の自然災害



































































































Table 3. Opportunities where aged people tell younger generations their experience and knowledge





































































Table 4. Advanced programs for disaster prevention provided by local municipalities.
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（１）地震 （２）台風・豪雨 （３）豪雪 （４）地辷り （５）その他
３．直近の自然災害で、大きな被害のあったもの（死者があったもの）を挙げて下さい。
○発生の年月：
○名 称：
○被害の概要：
４．日常的な防災についてお尋ねします。該当するものに○を付け、さらに、把握できる範囲で、具
体的な内容をお書き下さい。
（１）防災グッズ・非常食などを、高齢者あるいは高齢者のいる世帯に
①支給している
・・・具体的には、どんなものを、どのように支給しているか。
②していない
③その他
（２）救急・救援物資（食糧・水・生活用品など）は、自治体で
①備蓄している
・・・どこにどれくらいの量を備蓄しているか。
また、備蓄物資の更新計画や、非常時の利用計画・手順は策定されているか。
②備蓄していない
③その他
（３）災害発生時の医薬品（とくに、抗生物質等の外傷用医薬品）は、自治体で
①備蓄している／入手先を確保している
・・・具体的な計画・内容
②とくに対策はない
③その他
（４）災害発生時の医薬品（とくに、循環器系の慢性疾患用医薬品）は、自治体組織で
①備蓄している／入手先を確保している
・・・具体的な計画・内容
②とくに対策はない
③その他
（５）家屋の補強や家具の倒壊防止対策について、高齢者あるいは高齢者のいる世帯に
①その費用や労力に関して、補助や支援を行っている
・・・具体的な内容
②していない
③その他
高齢社会と防災―都道府県の防災担当部局へのアンケート調査結果
―６７―
５．災害発生時における安否確認や家族・親戚等への連絡について、該当するものに○を付け、さら
に、把握できる範囲で、具体的な内容をお書き下さい。
高齢者あるいは高齢者のいる世帯が居住するコミュニティ（自治会など）内で、
①住民同士の連絡網ができている
・・・具体的には、
②住民同士の連絡網をつくるよう、指導している
・・・具体的には、
③自治体の担当部局が、直接、安否確認や連絡にあたる
・・・具体的には、
④その他
６．自然災害の仕組みや、災害発生時にとるべき行動、平素の防災の心得について、住民の理解を高
めるための活動の一環として、どのようなことを行っておられますか。該当するものに○を付け、
さらに、把握できる範囲で、具体的な内容をお書き下さい。
（１）高齢者向けの手引きやパンフレット、行動マニュアルなどを
①発行・配布している
・・・具体的な内容や部数は、
②発行・配布していない
③その他
（２）高齢者向けの防災訓練や防災教育を
①実施している
・・・具体的な内容は、
②していない
③その他
（３）高齢者の同居家族や介護者向けの防災訓練や防災教育を
①実施している
・・・具体的な内容は、
②していない
③その他
７．高齢者の災害経験、身近な土地や環境についての知識や生存のための知恵などを、地域の文化的
・社会的な資産として活かすための施策や活動は行われていますか。
たとえば、被災体験のある高齢者が、体験談を語ったり、防災講座の講師となって話をしたりす
ることで、次世代に知識や知恵を伝えるような場や機会は作られていますか。該当するものに○を
付け、さらに、把握できる範囲で、具体的な内容をお書き下さい。
①ある
・・・・具体的な内容
②ない
③その他
８．貴都道府県内の市町村で、高齢者防災ならびに高齢者医療の向上のために、独自の積極的な取り
組みを行っているところがあれば、挙げて下さい。
田中 和子
―６８―
